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広 報

御手洗遊歩道のもみじは夏の陽射しをいっぱい浴びて大きく育ち、秋にたくさんの人を楽しませることでしょう

夏の日射し



6月15日（金）吉野土木事務所古川所長をは
じめ、土木事務所の主幹・関係課長が天川村を訪
れ、所長から、国道309号・主要地方道高野天
川線・主要地方道大峯山公園線の改良や地すべり
対策の19年度事業計画について説明を受け、村
長は村内地区懇談会での村民の方々の意見をふま
えて道路改良等の早期促進を要望しました。

主な内容は、つぎのとおりです。
〇国道309号については、特に中越から北角区間の改良促進
〇主要地方道高野天川線については、新たな工区設定や西部地域の改良促進及び路面の補修
広瀬橋の点検調査
〇主要地方道大峯山公園線については、国庫補助事業としての改良の促進
カーブ（中越地内）視界確保の早期立木伐採
〇中央簡易水道給水管設置工事に係る国道・県道敷設の依頼
〇急傾斜地対策事業の推進要望
〇新笠木トンネルの照明ランプの改善（電球の取替え等）
黒滝笠木出口付近の冬期の安全対策（凍結防止ロードヒーティングや凍結時の走行注意電光掲
示等の整備）
〇国道309号丹生バイパスの早期完成要望（平成25年度完成予定）

6月30日（土）、山西地区から塩野橋間の6ｋｍにおいて車谷村長をはじめ職員によるボランティ
ア清掃活動を実施しました。
この日は議会議員さんの応援もあり、午前中で作業を終えました。
今年は、初めての試みであり主に県道から河川敷の間の清掃活動を重点的に実施し、空き缶やペ

ットボトル・不法投棄されたトタン・洗濯機・タイヤなど約4ｔトラック1台分を回収しました。
近年、観光客等の増加に伴い、ポイ捨てや不法投棄も増えておりますが、今後も清掃活動を通し

てマナー向上の啓蒙を図ると共に、天川村の美しい自然を守っていきたいと考えています。
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土木行政意見交換会

職員による清掃活動を行ないました

吉野土木と意見交換・改良要望
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～第57回社会を明るくする運動～

7月を強調月間とする、「社会を明るくする運動」
が全国的に行われました。
村でも6月27日（水）に社会を明るくする運動

実施委員会が開催され、地区保護司会をはじめとす
る関係機関の方々によって、構成される社会を明る
くする運動実施委員会の本年の運動方法を協議し、
啓発活動の日程等が決定されました。
来賓でお越しいただいた、中吉野警察署羽根生活

安全課長から、昨今の中吉野管内及び奈良県内の犯
罪情勢を踏まえたご挨拶を頂きました。
また、日頃の活動状況報告としまして小・中学校

の地域の高齢者の方との交流や、八倉川合駐在、斉藤洞川駐在による天川の犯罪や事故の発生状況
と事件に巻き込まれないための注意点、そして昨今放火による少年犯罪等が多発しているので、本
年より岡本中吉野広域消防組合天川出張所長にも実施委員としてご出席頂き、防火の取り組みや消

防署を騙る消火器・火災警報器の悪質訪問
販売の実態などご説明くださいました。

7月5日（木）午後１時に役場庁舎前を
出発し、森本保護司、上西保護司、村女性
の会三浦さん、八倉天川駐在、斉藤洞川駐
在と事務局で、村内全域を啓発車とパトカ
ーで、パレードしました。
犯罪や非行の防止、罪を犯した人の更生

について地域の方々に理解と協力を呼びか
けました。

6月25日（月）に、天川村人権・同和教育推進協議会総会が、山村開発センター大ホールで開催
されました。
当日は、村内の各社会教育学級をはじめ各種団体から約80人が参加し、来賓の方々の挨拶の後、

昨年度の事業、決算報告を始め、今年度の事業計画、予算
案等すべての議案が承認されました。
総会終了後、会員研修として、映画『手紙』が上映され

ました。弟のために誤って殺人を起こした兄と、そのせい
で就職や結婚などで差別を受ける弟。それに耐え切れず自
暴自棄になる弟を、陰で支えた女性とのささやかな幸せが
再び脅かされるようになった時、彼は、塀の中から届き続
ける兄からの「手紙」という鎖を断ち切ってしまおうと思
うのです。映画終盤では、会場のあちこちからすすりなく
声が聞こえてくるほど感動させられる作品でした。

防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り

村内全域啓発パレード

天川村人権・同和教育推進協議会総会　開催
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☆事業目的☆☆事業目的☆�

　天川村の名物となる新たな商品の発掘や開発を通じて、　天川村の名物となる新たな商品の発掘や開発を通じて、村民の皆さんの優れた才能を発村民の皆さんの優れた才能を発揮さ揮さ

せた意欲のある明るい村づくりを目指して、「天川村おみせた意欲のある明るい村づくりを目指して、「天川村おみやげ大賞」を創設しました。やげ大賞」を創設しました。�

☆募集内容☆☆募集内容☆�

　◎食品の部門◎　　　　　　◎工芸の部門◎　　　　　　◎食品の部門◎　　　　　　◎工芸の部門◎　　　　　　◎自由課題の部門◎　◎自由課題の部門◎�

（１）天川にふさわしい料理・お菓子・民芸品等であるこ（１）天川にふさわしい料理・お菓子・民芸品等であること。と。�

（２）天川村において商品化を目的としているもの。（２）天川村において商品化を目的としているもの。�

（３）各部門の応募作品数については１人１点とする。（３）各部門の応募作品数については１人１点とする。�

（４）応募書類については、主催者に寄与するものとし応（４）応募書類については、主催者に寄与するものとし応募者には返品いたしません。募者には返品いたしません。�

☆募集期間☆☆募集期間☆�

　平成　平成19年7月2日（月）～平成日（月）～平成19年9月3日（月）午後日（月）午後5時まで時まで�

☆表彰☆☆表彰☆�

　◎各部門のおみやげ大賞　・・・・・　各部門　◎各部門のおみやげ大賞　・・・・・　各部門1点�

　　賞金（　　賞金（5万円）と表彰状「おみやげ大賞万円）と表彰状「おみやげ大賞3点の中からグランプリ１点（＋点の中からグランプリ１点（＋5万円）」万円）」�

　◎各部門の特賞　・・・・・・・・・　各部門　◎各部門の特賞　・・・・・・・・・　各部門1点�

　　賞金（　　賞金（2万円）と表彰状万円）と表彰状�

　◎各部門の入賞作品　・・・・・・・　各部門　◎各部門の入賞作品　・・・・・・・　各部門3点�

　　賞金（　　賞金（1万円）と表彰状万円）と表彰状�

　◎すべての出品作品　◎すべての出品作品�

　　天川名品の登録認定書の発行　　天川名品の登録認定書の発行�

☆参加商品の☆参加商品のPR☆�

　11月のもみじまつりにおいて、おみやげ大賞出品コーナーを月のもみじまつりにおいて、おみやげ大賞出品コーナーを設けて紹介と販売をしていた設けて紹介と販売をしていた

だきます。だきます。�

出品作品については、天川村ホームページ等にて商品の紹出品作品については、天川村ホームページ等にて商品の紹介がされます。介がされます。�

出品作品は、天川村おみやげ大賞登録認定リストに搭載し出品作品は、天川村おみやげ大賞登録認定リストに搭載し、紹介します。、紹介します。�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ：地域政策課　：地域政策課　163－0321

☆事業目的☆�

　天川村の名物となる新たな商品の発掘や開発を通じて、村民の皆さんの優れた才能を発揮さ

せた意欲のある明るい村づくりを目指して、「天川村おみやげ大賞」を創設しました。�

☆募集内容☆�

　◎食品の部門◎　　　　　　◎工芸の部門◎　　　　　　◎自由課題の部門◎�

（１）天川にふさわしい料理・お菓子・民芸品等であること。�

（２）天川村において商品化を目的としているもの。�

（３）各部門の応募作品数については１人１点とする。�

（４）応募書類については、主催者に寄与するものとし応募者には返品いたしません。�

☆募集期間☆�

　平成19年7月2日（月）～平成19年9月3日（月）午後5時まで�

☆表彰☆�

　◎各部門のおみやげ大賞　・・・・・　各部門1点�

　　賞金（5万円）と表彰状「おみやげ大賞3点の中からグランプリ１点（＋5万円）」�

　◎各部門の特賞　・・・・・・・・・　各部門1点�

　　賞金（2万円）と表彰状�

　◎各部門の入賞作品　・・・・・・・　各部門3点�

　　賞金（1万円）と表彰状�

　◎すべての出品作品�

　　天川名品の登録認定書の発行�

☆参加商品のPR☆�

　11月のもみじまつりにおいて、おみやげ大賞出品コーナーを設けて紹介と販売をしていた

だきます。�

出品作品については、天川村ホームページ等にて商品の紹介がされます。�

出品作品は、天川村おみやげ大賞登録認定リストに搭載し、紹介します。�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ：地域政策課　163－0321



中央簡易水道の施設紹介
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今月号は浄水場内のろ過施設を紹介します。

●ろ過ポンプ
原水槽に貯められた原水はろ過ポンプでろ過装置へ圧送されます。
●ろ過装置
ゴミを取り除いた原水の微生物、不純物、汚れを取り除き、飲料水を作るための中心となる施設

で、精密膜ろ過（MF膜）法により水をきれいにしています。精密ろ過膜（MF膜）法は省エネルギ
ーで大水量のろ過が可能となります。

特徴は次の通りです。
１）安全性に優れています：膜はポリフッ化ビニリデン（PVDF）を素材とした非常に高い物理的、
化学的耐久性を有しており、損傷（破断等）が極めて発生しにくい膜です。
２）コンパクトです：中空糸膜の集積度が高く、低損失であるため、高い膜ろ過流束で設計ができ、
従来の浄水用膜に比べ、数倍の処理水量が得られます。またこ
れにより 設備の省スペース化が図れました。
３）効果的な洗浄方式です：膜の物理洗浄は、ろ過水による逆圧
水洗浄と空気を用いたエアスクラビング洗浄の２方式を併用し
ており、数ヶ月～１年に１度、薬品洗浄を行います。
４）高回収率です：ろ過水に対する洗浄水の割合が非常に小さい
ため、高い浄水回収率（約95％）が得られます。
５）分離孔径がシャープです：分離孔は非常にシャープな孔径分
布をしており、高い精度で（クリプトスポリジウムなどの）原
虫類や原水中の濁質・細菌類（大腸菌や一般細菌）を完全に除
去します。
６）低コストです：高膜ろ過流束化、省スペース化などにより低
コストを実現します。

膜モジュール：長さを揃えた中空糸膜を円筒ケースに充填した構造で、１本のモジュール内に約
数千本の膜を充填した外圧型を用いています。使用する膜は、中空のマカロニ形状をした膜で、公
称孔径が0.1&mu;m（１万分の１mm）の膜を用いています。

ろ過施設（浄水場内）
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年金時効特例法について

今までは

対象となる方

〔具体例①〕
60歳から年金を受給していた方で、71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

▼60歳�

※　受給権発生の年齢は、個人により異なります。�

後
で
判
明�

当
初�

▼65歳� ▼67歳� ▼72歳�

▼66歳�

増額分は5年間分をさかのぼってお支払�

当初からお支払�
全額を�
お支払�

全額をお支払�

5年を超える分は、時効消滅�

これからは�

年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼってお支払いします�

５年間分はさかのぼってお支払�時効消滅�

▼71歳�

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分を含
めて、ご本人または、遺族の方へ全額をお支払いします。

年金記録の訂正により年金額が増えた方
⇒〔年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間遡って支払われます〕

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅に
より直近の5年間分の年金に限ってお支払いしていました。

1．既に年金記録が訂正されている方

2．今後、年金記録が訂正される方

1
年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され、新たに年金をお支
払いすることとなった方
⇒〔年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期間遡って支払われます〕

2

今後、年金記録が訂正された結果、上記①～③と同じように年金額が
増える方
⇒〔増額された年金や未支給年金が全期間分支払われます〕

4

①や②に該当する方が、亡くなられている場合には、そのご遺族の方
⇒〔未支給年金の時効消滅分が支払われます〕
※ご遺族の範囲は、お亡くなりになった当時、生計を同じくされていた方に限り、配偶
者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順となります。

3

〔具体例②〕72歳の時に年金記録が見つかり、年金の受給資格
があることが分かった場合
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○今後、年金記録が訂正される方
記録の訂正の手続以外に特別の手続は必要ありません。
年金記録の訂正に合わせて自動的に手続を行い、5年を経過した分の年金額もお支払いします。

○既に、年金を受給開始後に年金記録が訂正されている受給者の方
・できる限り簡単に手続をしていただけるよう、あらかじめ必要な記載事項を印字した用
紙を順次発送いたします。（平成19年9月～）
・今すぐに手続をしていただくこともできます。その場合には、お近くの社会保険事務所
に、必要な書類をご提出（または郵送）していただきますようお願いいたします。

※郵送で手続をされる際に必要となる用紙は、下記のお問い合わせ先からお取り寄せいただく
か、社会保険庁ホームページからプリントアウトしていただきますようお願いいたします。
※お手続からお支払いまでの期間は、2～3カ月程度です。
お支払いの前に、審査結果・振込等のお知らせをいたします。

必要な手続は

以下の書類をお持ちいただきますようお願いいたします。
【年金を受給している方の場合】
○手続にお越しの際は、「年金証書」、「振込通知書」など、基礎年金番号・年金コードが確認
できるもの

【未支給年金を受けたことがあるご遺族が手続をされる場合】
○亡くなられた方が受けていた年金の「振込通知書」「未支給年金支給決定通知書」など、亡
くなられた方の基礎年金番号・年金コードが確認できるもの
○手続をされる方のご本人確認ができる身分証明書（運転免許証等）
○振込を希望される金融機関の預金口座の通帳
【未支給年金を受けたことがないご遺族が手続をされる場合】
○下記のお問い合わせ先に必要となる書類をお問い合わせください。
※ご本人以外の方が代理で手続をされる場合は、次のものをお持ちいただきますよう　お願
いいたします。
・委任状
・委任を受けた方（実際に窓口に来られる方）の身分証明書（運転免許証等）

※未支給年金とは、年金を受けられる方が亡くなられた時に、まだその方へのお支払いが済
んでいなかった年金のことです。

社会保険庁ホームページ（http：//www.sia.go.jp/）
厚生労働省・社会保険庁・奈良社会保険事務局・天川村

詳しくは、お近くの「社会保険事務所」または、
「ねんきんダイヤル」0570-05-1165（平日8：30～17：15）までお願いします。

窓口での手続の際に、お持ちいただくもの
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このたび虻トンネルを洞川地区側に出た場所
に門を整備致しました。この事業は洞川温泉ま
ちづくり交付金事業の一環として、多くの来訪
者をもてなし、そして安らぎと癒しの空間を実
感していただくためと、大峯の修行の場へおこ
しいただいた意識付けのために、設置したもの
です。

門の建つ観音峯一帯は、吉野を追われた南朝の
天皇を地元民である我々の先祖が先達をつとめ非
難の途中に山中の岩屋で一夜を過ごされた場所で、
来訪者を大切に迎えそして誠心誠意もてなすとい
う天川人の気質はこの頃より受け継いでいるのか
も知れません。
今後におきましては、門の愛称の決定や周辺の

整備も含めたライトアップ等も計画し、シンボル
的な存在としていきたいと思います。

洞川地区の門の設置
ライトアップも計画

2008年版　奈良県民手帳　一冊500円

県民の皆さんに親しまれております奈良県民手帳の2008年（平成20年）版の予約受付をいたし
ます。御希望される方はお早めに御予約下さい。

価　格 一冊　500円（10月に発売を予定しています）
お申し込み方法
各地区ごとに、購入希望を取りまとめて一括して購入していただいております。
8月初旬よりチラシを回覧しますので、希望される方は氏名・申込冊数をご記入の上、8月中に各
大字区長または洞川各町総代のみなさんまでお申し込みください。※締め切り厳守
問い合わせ　地域政策課　統計係　163－0321（内線152）

１．日記ページには過去５年間のお天気マークつき
２．人口・産業など奈良県（全国）の主要統計デー
タを収録

３．奈良県内の官公庁、救急医療施設、県民相談窓
口など、主な機関の住所、電話番号を掲載

４．奈良県内市町村の郵便番号簿を掲載
５．奈良県内各地の行事や花の見ごろを掲載
そのほか、暮らしに役立つ情報満載！！

5 大 Ｐ Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ
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特別弔慰金の請求はお済みですか？

特別慰労品の贈呈事業について

請求期限は、平成20年3月31日です。
この期限を過ぎますと、法律の規定により、特別弔慰金を受ける権利が消滅します。

対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年4月1日において、公務扶助料、遺族年金等を受

ける方がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。

1 弔慰金の受給権者

2 戦没者等の子

3 ①　父母　②　孫　③　祖父母　

④　兄弟姉妹（戦没者等と生計関係を有していなかった方等は除きます。）

4 前記3以外の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

5 前記1から4以外の三親等内の親族（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係

を有していた方に限ります)

給付内容 額面40万円、10年償還の記名国債

請求窓口 住民課　援護係　163－0321

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ
いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留者、外地等からの引揚者の「ご本人」に、あらためて

慰藉の念を表すため、内閣総理大臣名の「特別慰労品」を贈呈しています。

過去に内閣総理大臣名の賞状を受けた方、賞状を受ける資格があったにもかかわらず、請

求されていない方も対象です。

資格要件などのお問い合わせは、次の独立行政法人平和記念事業特別基金まで

無料電話 0120－234－933
（月～金、9：15～17：15、土日休）

ホームページ　http://www.heiwa.go.jp
＊請求書は、住民課の窓口に置いてあります。

163－0321

1 2 3 4
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乳がん検診をより正確に行うためには、医師による視触診（見て、触る検査方法）と同時に「乳房エッ
クス線検査（マンモグラフィー）」を実施することが大切であるといわれています。乳房のエックス線を撮
影するためには、機材や設備の整った医療機関での受診が必要です。このため、天川村で行なう乳がん検
診を大淀病院にて実施しております。
大淀病院で乳がん検診を受けるには、まずほほえみポート天川内住民課に受診の申し込みが必要です。

受診を希望される方は、下記までお申し込みください。

今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまで
の検診で「経過観察」や「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診くださ
いますよう、お願い致します。
また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法

を理解し、日ごろから実施するよう心がけてください。

７月１日～８月31日までの２カ月間、「愛の血液助け合い運動」が開催されています。
奈良県は、年間を通じて血液が不足しており、近隣の府県から血液を供給してもらっている状況にありま
す。このため、新たな献血協力者の必要性に迫られています。血液が
なければ、助かる命も助けられず終わってしまいます。村民の皆様に
は是非、この運動にご賛同いただき、一層のご理解とご協力をお願い
します。

200ｍｌ献血は16歳から
400ｍｌ献血・成分献血は18歳からできます

献血会場などは、お気軽に保健師までお問い合わせ下さい。

橿原動物指導管理事務所では下記の期間、施設設備の保守点検及び補修が行なわれるため、通常の捕獲
業務及び飼い犬の引き取り業務が休止されます。大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いい
たします。

休止期間：８月９日（木）～８月15日（水）まで

乳がん検診の注意事項
●　受診できる対象者は、天川村に住民票のある40歳以上の女性です。
● 受診の回数は、２年に１度とされています。昨年受診された方は今年度受けるこ
とができません。
●　検診を受けるには、1,500円の自己負担金が必要です。
● 受診の申込みはほほえみポート天川内住民課ですが、検診の会場は、大淀病院で
す。ほほえみポート天川内住民課にて受付を済まされましたら、個別に大淀病院に
受診日を電話予約してください。予約されましたら、受付時に配布する受診票をご
持参の上、受診日には必ず受診して下さい。
●　受診受付期間は、８月１日～11月末です。ご注意ください。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　163－9110

乳がん検診のご案内

橿原動物指導管理事務所の営業休止について

「愛の血液助け合い運動」にご協力ください！

保 健 事 業
の お 知 ら せ
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

16 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

17 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

18 土 休　　　診

19 日 閉　　　　館　　　　日

20 月 診　　察 診　　察 燃焼

21 火 診　　察 往診・検査日 不燃

22 水 診　　察 診　　察 粗大

23 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

24 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

25 土 休　　　診

26 日 閉　　　　館　　　　日

27 月 診　　察 診　　察 燃焼

28 火 診　　察 往診・検査日 資源２

29 水 診　　察 診　　察 粗大

30 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

31 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30～3：30）
（木曜日のみ　午後2：00～

3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所
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※医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

1 水 診　　察 診　　察 粗大

2 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

3 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

4 土 休　　　診

5 日 閉　　　　館　　　　日

6 月 診　　察 診　　察 燃焼

7 火 診　　察 往診・検査日 不燃

8 水 診　　察 診　　察 粗大

9 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

10 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

11 土 休　　　診

12 日 閉　　　　館　　　　日

13 月 診　　察 診　　察 燃焼

14 火 診　　察 往診・検査日 資源２

15 水 診　　察 診　　察 粗大

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30～3：30）
（木曜日のみ　午後2：00～

3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所



村の医療について村の医療について

■国保診療所　平成19年6月の受診状況

■平成19年5月の医療受診状況

来　院 医　療　費

6月実数 666人 46人 620人 7,511,130円 11,278円

725人 60人 665人 8,344,130円 11,509円
対前月比

91.86% 76.67% 93.23% 90.02% 97.99%

対前年
777人 81人 696人 8,177,380円 10,524円

同月比
85.71% 56.79% 89.08% 91.85% 107.16%

国民健康保険加入者で75歳未満の方 老人保健対象者（75歳以上の方）

受診日数 医 療 費 受診日数 医 療 費

5月実数 1,278日 20,071,214円 15,705円 1,937日 34,429,212円 17,775円

1,282日 19,995,952円 15,597円 1,873日 31,092,770円 16,601円
対前月比

99.69% 100.38% 100.69% 103.42% 110.73% 107.07%

対前年
1,127日 14,155,094円 12,560円 1,895日 29,491,338円 15,563円

同月比
113.40% 141.79% 125.04% 102.22% 116.74% 114.21%

うち初診

一人あたり
医　療　費

一人あたり
医　療　費

一人あたり
医　療　費

うち再診

◎各種保健事業、検診に積極的に参加し、疾病の予防、早期発見早期治療に心がけてください。

村民の皆様のちょっとした心がけで、医療費の軽減につながります。

◎前月より数値が下がった箇所を　 で示しました。

村民の皆様の医療への関心と努力により下がったと思われますが、数値を下げることにとらわれ

ず、体調不良の際には医療機関に受診し、健康維持に努めて下さい。

心身とも元気　a 医療費軽減　a 保険税軽減

13
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≪８月の予定≫
＊例年どおり、８月中は「１時間延長」営業

＊お盆前後は、「休まず特別営業」

※お盆前後などの混雑日の夜には天の川温泉では、30分程度の待ち時間が出ますのでご了承ください。

お一人でも多くのご利用をお待ちしております！

８月中 ※時間延長：全施設　受付は午後８時30分まで（９時閉館）

８月22日（水） 水曜日ですが、洞 川 温 泉は臨時営業

８月７日（火） 火曜日ですが、天の川温泉は休まず臨時営業
８月８日（水） 水曜日ですが、洞 川 温 泉は休まず臨時営業
８月９日（木） 木曜日ですが、みずはの湯は休まず臨時営業

８月13日（月） 13日～15日は全施設「朝10時」から開館
８月14日（火） （火曜日ですが、天の川温泉は休まず臨時営業）
８月15日（水） （水曜日ですが、洞 川 温 泉は休まず臨時営業）
８月16日（木） 木曜日ですが、みずはの湯は臨時営業（全施設午前11時開館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車料金は
「１時間無料」となります。

洞川エコミュージアムセンター�洞川エコミュージアムセンター�洞川エコミュージアムセンター�

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
164－0999 564－0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

大昔に海からこの地へやってきた石灰岩、鍾乳洞を造った洞川の地層と岩石について学習します。
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター　　　【講師】理学博士　西田史朗先生
【持ち物】弁当・飲み物・帽子・タオル・雨具　　　　【参加費】入浴券付2,000円

⑦　地球のふしぎ？鍾乳洞・地層・岩石探検隊 9月15日（土）10：00～16：00
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いよいよ夏休み！子どもたちは　さまざまな活動や体験をとおして　大きくたくましく成長します。

この夏、子どもたちが　かけがえのないすばらしい日々を過ごせますようより多くのみなさまの

ご指導・ご協力をお願いします。

天天川川村村のの子子どどももたたちちをを　　守守りり育育ててるるののはは
わわたたししたたちち大大人人のの　　そそししてて　　地地域域のの責責任任でですす！！

子子 どど もも はは 地地 域域 のの 宝宝
天川村の未来を担う子どもたちを、明るく、すこやかに守り育てるため、
《　や　ま　び　こ　運　動　》にご協力をお願いします。

天川村青少年健全育成協議会

村内の学校（園）では、次のような指導をしています
安全で　楽しい夏休みをおくるために

☆　毎日の計画をたて、けじめのある生活をおくろう。
☆　心のこもったあいさつや言葉づかいをしよう。
☆　交通安全に気をつけよう。（特にせまい道からの飛び出しや自転車の乗り方等に注意し
よう）
☆　遊びに行くときは、『だれと、どこへ。いつ帰る。』などを伝えておこう。
☆　夕方は、暗くなる前に家に帰ろう。
☆　知らない人にさそわれても、ついて行かない。
☆　外出する時には、防犯ブザーを忘れずに持ちましょう。
☆　ナイフや危険ながん具を持たない。
☆　花火は安全に気をつけ、迷惑をかけないようにしよう。
☆　川へ遊びに行くときは、十分注意しよう。

これはよいこと？　わるいこと？　よく考えて行動しよう！
青少年の健全育成をめざして

＊　無免許運転、危険な暴走運転や深夜の迷惑な運転（騒音）をなくしましょう。
＊　交通安全の面から、民家密集地での路上駐車はやめましょう！
＊　青少年の深夜外出には、制限があります！（奈良県青少年の健全育成に関する条例）

保護者は、青少年（６歳以上18歳未満の者）を深夜（午後11時から翌日の午前４時
まで）に外出させないように。

＊　未成年者の喫煙・飲酒行為の絶無！
＊　子どもたちを有害な情報（インターネット・メール・図書・ビラ等）から守りましょう。

2007年夏号
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今
年
で
三
年
目
を
向
か
え
る
「
天
川
を
学
ぶ
会
」
も
、
今

年
か
ら
は
新
た
な
会
員
も
加
わ
り
、
毎
月
第
三
水
曜
日
に
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
知
識
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
平
安
時
代
の
摂
政
関
白
「
藤
原
道
長
」
の

大
峯
参
詣
か
ら
一
千
年
と
い
う
年
に
あ
た
り
、
四
月
に
は
京

都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
藤
原
道
長
展
に
も
行
き
、
天

川
村
か
ら
出
土
し
た
も
の
な
ど
を
、
じ
っ
く
り
見
学
し
て
帰

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
、
摂
政
関
白
と
し
て
絶
大
な
権
力
を
誇
り
、
ま

た
栄
華
を
極
め
た
「
藤
原
道
長
」
が
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

千
年
前
の
西
暦
一
〇
〇
七
年
（
寛
弘
四
年
）
に
、
約
七
十
日

間
の
精
進
潔
斎
を
経
て
、
八
月
二
日
に
都
を
出
発
し
、
現
橿

原
市
の
「
大
軽
（
軽
寺
）」、
高
取
町
の
「
子
嶋
寺
」、
壷
阪

寺
、
吉
野
山
を
経
由
し
、
八
月
十
日
に
大
峯
山
「
山
上
ヶ
岳
」

に
到
着
。
翌
十
一
日
に
参
詣
さ
れ
て
い
ま
す
。（
全
行
程
約

百
日
の
精
進
潔
斎
で
あ
っ
た
。）

こ
の
様
子
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
道
長
本
人
の

日
記
「
御
堂
関
白
記
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の

金
峯
山
＝
大
峯
「
山
上
ヶ
岳
」
が
、
す
で
に
い
か
に
有
名
で
、

霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
か
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

※

当
時
は
、
今
で
言
う
山
上
参
り
を
「
金
峯
山
詣
（
き
ん

ぷ
せ
ん
も
う
で
）」
と
か
、「
御
嶽
詣
（
み
た
け
も
う
で
）」

と
い
い
、
宇
多
上
皇
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
高
貴
貴
紳

が
参
詣
し
ま
し
た
。

※

藤
原
道
長:

（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）「
こ
の
世
を
ば
我

が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
欠
け
た
る
こ
と
も
な
し
と
思
へ
ば
」

の
歌
は
、
教
科
書
な
ど
で
習
う
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
に
、
自
筆
の
法
華
経
な
ど
を
金
銅
経
筒
に

納
め
山
上
ヶ
岳
山
頂
に
埋
納
し
ま
し
た
。
こ
の
経
筒
な
ど

も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
代
は
、
清
少
納
言
の
枕
草
子
や
紫
式

部
の
源
氏
物
語
な
ど
女
流
文
学
が
開
花
し
た
頃
に
あ
た
り

ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
西
暦
九
五
〇
年
ご
ろ
中
国
の
書

物
「
義
楚
六
帖
（
ぎ
そ
ろ
く
じ
ょ
う
）」
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

日
本
国
紹
介
の
大
半
が
金
峯
山
＝
山
上
ヶ
岳
の
こ
と
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
当
時
、
遠
く
中
国
（
宋
の
時
代
）
に
ま
で
そ

の
名
声
が
と
ど
ろ
い
て
い
た
と
い
う
事
で
す
。

そ
う
、
わ
が
天
川
村
の
歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
た
い
へ
ん

す
ば
ら
し
い
・
興
味
深
い
も
の
な
の
で
す
よ
！

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
は
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
・
霊
場
「
大
峯
」
を
深
く
ご
理
解
し
て
い

た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
村
で
は
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
総
合
版
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

天
川
を
学
ぶ
会
　
通
信

二
〇
〇
七
年

「
藤
原
道
長
」
大
峯
参
詣

か
ら
一
千
年

「
又
云
ワ
ク
。
本
国
都
城
ノ
南
五
百
余
里
ニ
金

峯
山
有
リ
。
頂
上
ニ
金
剛
蔵
王
菩
薩
有
リ
。
第

一
ノ
霊
異
ナ
リ
。
山
ニ
松
桧
名
花
軟
草
有
リ
。

大
小
ノ
寺
数
百
、
節
行
高
道
ノ
者
コ
レ
ニ
居
ス
。

曽
テ
女
人
有
リ
テ
上
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
今
ニ
至

リ
テ
男
子
上
ン
ト
欲
ス
レ
バ
、
三
月
酒
肉
欲
色

ヲ
断
ツ
。
求
ム
ル
所
皆
遂
グ
。
云
ワ
ク
、
菩
薩

ハ
是
レ
弥
勒
ノ
化
身
、
五
台
ノ
文
殊
ノ
如
シ
。」
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と
い
う
こ
と
で
、
世
界
遺
産
の
天
川
村
・
天
の
国
・
木
の

国
・
川
の
国
を
宣
伝
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
、
村
外
に
住
む

日
本
全
国
天
川
村
出
身
者
・
親
類
縁
者
・
い
つ
も
御
贔
屓

（
ご
ひ
い
き
）
の
天
川
村
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
で
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
＝
天

川
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
広
報
宣
伝
マ
ン
」
の
み
な
さ

ん
を
大
募
集
！

特
に
各
種
お
店
を
や
っ
て
い
る
方
な
ど
は
、
是
非
ご
協
力

を
！人

か
ら
人
へ
の
「
ク
チ
コ
ミ
」
の
み
な
ら
ず
、
各
種
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
「
ク
チ
コ
ミ
」
や
「
紹
介
」
な
ど
あ
ら
ゆ

る
場
所
・
媒
体
に
天
川
村
を
ど
ん
ど
ん
登
場
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

川
合
の
「
天
川
村
総
合
案
内
所
」
に
常
備
し
て
お
り
ま
す
。

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
す
ぐ
に
お
渡
し
で
き
ま
す
。

【
是
非
ご
一
報
下
さ
い
。】

た
だ
し
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

本
村
へ
は
年
間
約
七
十
五
万
人
の
お
客
様
が
お
越
し
に
な

り
ま
す
が
、
人
口
は
千
八
百
人
ま
で
に
減
少
し
て
お
り
、
な

ん
と
か
観
光
を
起
爆
剤
と
し
て
地
域
振
興
・
自
立
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
こ
で
、

『
天
川
村
ク
チ
コ
ミ
大
作
戦
！
』

と
題
し

「
天
川
村
を
宣
伝
し
て
あ
げ
よ
う
。

ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
あ
げ
よ
う
！
」

と
い
う
方
を
　
　
大
募
集
！

そ
し
て
　
　
ご
紹
介
下
さ
い
!!

【お問合せ】
天川村総合案内所　〒638－0301 奈良県吉野郡天川村川合263－1
164－0999 564－0888
Mail：kankou@vill.tenkawa.nara.jp URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/

＊
「
て
ん
か
わ
藤
原
道
長
大
峯
参
詣
一
千
年
ポ
ス
タ
ー
」

Ｂ
２
版
（
大
き
さ
＝
約
横
五
十
一
セ
ン
チ
×
縦
七
十
二
セ
ン
チ
）

＊
「
て
ん
か
わ
藤
原
道
長
大
峯
参
詣
一
千
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
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中吉野広域消防組合 天川出張所中吉野広域消防組合 天川出張所
http://nakayoshino.or.jp 163－0299

「９月９日は救急の日」
「救急車の適正な利用をお願いします。」

全国的に救急出動件数は、年々増加しています。その中には、緊急性がないのに出動を依頼されること

もあり、本当に緊急性のある傷病者への対応に支障がでかねない状況となっています。

当消防組合の平成18年の救急件数は、1,591件で1,513人搬送と過去最高となっており、10年前と比

べ約1.5倍増加しています。

この傷病者のうち664人が軽症患者であり、これは救急搬送者数の約44％にあたります。かすり傷程

度で呼んだり、風邪など急を要する病気ではないが、どこの病院に行けばよいのかわからないので呼ぶな

ど、安易な要請も出動件数増加の大きな要因になっています。

当消防組合は、2町2村を管轄しおり、救急車は、各消防署・出張所に１台ずつ計4台配置しています。

119番通報があった場合、近くの消防署・出張所の救急車が出動しますが、もし出動中であった場合に

は他の救急車が出動することになります。

例えば、ある地域に救急が集中した場合は、遠いところから駆けつけることになります。（最近も大事に

は至りませんでしたが、黒滝出張所の救急車が大淀町に出動し現場到着に時間を要したことがありました。）

このままでは、１分１秒を争う、助かるはずの命を救えなくなることを心配しています。

緊急の事故や病気でいつ自分の家族や友人に救急車が必要になるかわかりません。そのとき貴い生命を

救うため、いつでも救急車が利用できるよう、適正な利用をお願いします。

119番をする前に、自家用車やタクシーが利用できないか、もう一度考えてみて下さい。

『救命講習会』参加者募集のお知らせ
消防本部では、9月9日の「救急の日」にちなんで、住民の方々が自由に参加して頂ける『救命講習会』

を開催します。

簡単な講習を受講して頂くだけで、心肺蘇生法【人工呼吸と心臓マッサージ】とＡＥＤ【電気ショック】

の使用方法を習得できます。

大切な命を救うため、ぜひこの機会に講習会にご参加下さい。

日　　時 平成19年9月9日（日）9：00～12：00

場　　所 奈良県吉野郡大淀町土田187番地

中吉野広域消防組合消防本部３階講堂

対象年齢 18歳以上

受講費用 無料

定　　員 30人

募集締切 平成19年9月7日（金）

（ただし、定員に達し次第、募集を締め切りますので御了承下さい。）

申込方法 消防本部救急係へ電話でお申込み下さい。 152－1199



19

警
察
官
Ａ
（
大
卒
）
男
性
三
十
人
　
女
性
三
人

警
察
官
Ｂ
（
大
卒
外
）
男
性
三
十
人
　
女
性
七
人

受
付
期
間

平
成
十
九
年
八
月
十
日
（
金
）

〜
平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
（
金
）

試
験
日

平
成
十
九
年
九
月
十
六
日
（
日
）

試
験
会
場

平
城
高
校
・
警
察
学
校

〜
希
望
者
を
募
集
〜

実
施
予
定
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
七
日
（
月
）
及
び
二
十
八

日
（
火
）
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
頃
ま
で

場
所

奈
良
市
今
市
町
五
八
五
番
地
　
奈
良
県
警
察
学
校

募
集
資
格

年
齢
十
七
歳
〜
二
十
九
歳
（
平
成
十
九
年
八
月
二
十

七
日
現
在
）
性
別
及
び
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員

各
日
と
も
、
三
十
人
程
度

募
集
期
間

平
成
十
九
年
七
月
二
十
三
日
（
月
）
〜
平
成
十
九
年

八
月
七
日
（
火
）

※
女
性
・
子
供
を
狙
う
性
的
犯
罪
（
痴
漢
等
）
の
防
止
対
策

①
人
通
り
の
多
い
道
を
選
び
、暗
い
道
や
路
地
裏
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
ら
、
家
の
人
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
か
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

④
万
一
の
時
に
は
、
近
く
の
家
や
店
に
駆
け
込
ん
だ
り
、
大
声
を

出
し
て
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
乗
降
口
付
近
は
被
害
に
遭
い
や
す
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
避
け

ま
し
ょ
う
。

⑥
痴
漢
の
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

平
成
十
九
年
八
月
三
十
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

場
所

第
四
会
場
　
五
條
市
本
町
三
丁
目
一
番
十
三
号

五
條
市
市
民
会
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部
　
暴
追
セ
ン
タ
ー
代
表
挨
拶
、
表
彰
式
、
和
太
鼓
演
奏

第
二
部
　
県
立
五
條
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
幼
稚
園
児

に
よ
る
遊
技

第
三
部
　
出
発
式

子
ど
も
を
狙
っ
た

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

保
護
者
の
方
は
、

子
ど
も
と
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

ま
も
ろ
う
！
　
イ
カ
の
お
す
し
「
一
人
前
」

●
い
か
な
い

し
ら
な
い
ひ
と
に
つ
い
て
い
か
な
い
・
し
っ
て
い

る
ひ
と
に
さ
そ
わ
れ
て
も
、
お
う
ち
の
人
に
い
っ
て
か
ら
で
か

け
る
よ
う
に
し
よ
う

中
吉
野
警
察
署
　
　
1
〇
七
四
七
―
五
三
―
〇
一
一
〇

川
合
駐
在
所
　
　
1
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
五
〇

洞
川
駐
在
所
　
　
1
〇
七
四
七
―
六
四
―
〇
三
五
〇

●
の
ら
な
い

し
ら
な
い
ひ
と
の
く
る
ま
に
の
ら
な
い

●
お
お
ご
え
を
だ
す

こ
わ
い
と
き
は
、「
た
す
け
て
」
と
お
お

き
な
こ
え
を
だ
す

●
す
ぐ
に
げ
る

そ
の
ば
か
ら
す
ぐ
に
げ
る

●
し
ら
せ
る

ち
か
く
の
お
と
な
に
し
ら
せ
る

「
一
人
前
」
は
・
・
・

●
「
ひ
と
り
」
で
あ
そ
ば
な
い

●
「
で
か
け
る
ま
え
」
に
お
う
ち
の
ひ
と
に
「
だ
れ
と
」「
ど
こ

へ
」
い
く
の
か
を
い
う

☆
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
気
運
を
育
て

る
こ
と
も
重
要
で
す

振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
と
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐
喝
）
・
架
空

請
求
詐
欺
（
恐
喝
）
の
こ
と
で
す
。

◆
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
手
口
と
対
応
策

●
手
口
〜
　
警
察
官
や
弁
護
士
、
保
険
会
社
な
ど
を
名
乗
り
、

「
お
宅
の
御
主
人
が
（
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
）
が
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
」
・
「
相
手
が
示
談
に
応
じ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ

に
○
○
○
万
円
必
要
だ
」
・
「
お
宅
の
息
子
に
金
を
貸
し
た
が

返
さ
な
い
」
な
ど
様
々
な
口
実
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

○
対
応
策
〜
電
話
を
切
っ
た
後
、
本
人
や
祖
も
家
族
、
関
係
者
と

連
絡
を
取
り
事
実
を
確
認
す
る
。
・
一
旦
電
話
を
切
り
、
電
話

帳
等
で
調
べ
直
し
た
上
で
確
認
す
る
。・
直
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、

家
族
や
知
人
、
警
察
な
ど
に
相
談
す
る
。

◆
「
架
空
請
求
詐
欺
」
の
手
口
と
対
応
策

●
手
口
〜
有
料
サ
イ
ト
（
ア
ダ
ル
ト
な
ど
）
利
用
料
金
が
未
払
い

だ
」
と
言
っ
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
押
し
か
け
る
、
裁
判
を
お

こ
す
な
ど
と
脅
か
す
。

※
紛
ら
わ
し
い
団
体
に
注
意
！
「
訴
訟
管
理
局
」「
民
事
訴
訟
通

達
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

○
対
応
策
〜
無
視
す
る
。
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
振
り
込
ま

な
い
。
・
請
求
の
連
絡
が
あ
っ
て
も
、
は
っ
き
り
断
る
・
自
分

の
氏
名
や
住
所
は
教
え
な
い
。
・
相
手
に
絶
対
連
絡
し
な
い
。

N.P.P.

駐

8月

地
域
安
全
通
信

在
所
だ
よ
り

平
成
十
九
年
八
月
発
行

川
合
駐
在
所
・
洞
川
駐
在
所

天
川
村
地
域
安
全
推
進
委
員

平
成
十
九
年
八
月
発
行

●
警
察
官
募
集
中
！
平
成
二
十
年
採
用

●
奈
良
県
警
察
学
校
の
「
一
日
体
験
入
校
」

●
夏
の
防
犯
対
策

●
銃
器
追
放
奈
良
県
民
大
会
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お し ら せ

▼
試
験
期
日
及
び
試
験
場
所

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日
（
金
）

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

（
橿
原
市
小
房
町
十
一
番
五
号
）

▼
申
込
受
付
場
所

産
業
建
設
課

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

平
成
十
九
年
九
月
三
日
（
月
）
〜
九
月

十
一
日
（
火
）
ま
で
（
但
し
、
土
・

日
・
祝
祭
日
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜

午
後
四
時

※
試
験
実
施
要
綱
・
申
込
用
紙
は
役
場
に

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
産
業
建

設
課
ま
で
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

（
財
）
奈
良
県
広
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
成
十
九
年
度
も
「
な

ら
・
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」
製
品
を
ひ
ろ
く

募
集
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

▼
募
集
す
る
も
の

県
内
で
生
産
さ
れ
る
地
場
産
品
及
び
そ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
か
つ
、
次
に
該
当

す
る
も
の
。

平
成
十
九
年
度

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
実
施

二
〇
〇
七
な
ら
・
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
募
集

一
、
選
定
部
門

①
継
続
的
、
反
復
的
に
生
産
が
お
こ
な
わ

れ
、
す
で
に
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い
る

も
の
、
も
し
く
は
そ
の
意
図
で
開
発
さ

れ
た
も
の
。

②
実
用
に
供
さ
れ
る
も
の
。（
美
術
工
芸

品
等
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

③
類
似
し
た
製
品
や
デ
ザ
イ
ン
が
他
の
企

業
、
団
体
、
個
人
、
等
か
ら
発
表
さ
れ

て
い
な
い
も
の
。

二
、
一
〇
ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ
部
門

平
成
九
年
度
以
前
の
「
な
ら
・
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
製

品
で
、
選
定
後
十
年
間
以
上
継
続
し
て

製
造
、
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
。

▼
募
集
分
野

☆
プ
ロ
ダ
ク
ト
…
日
用
雑
貨
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
住
生
活
用
品
、
工
業
製
品
等

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
…
衣
料
品
、
履
物
、
装

飾
品
等

☆
パ
ッ
ケ
ー
ジ
…
（
食
品
、
薬
品
等
の
）

容
器
、
包
装
紙
等

☆
ク
ラ
フ
ト
…
自
然
の
素
材
（
木
、
竹
、

和
紙
等
）
を
活
用
し
た
製
品
等

▼
応
募
資
格

①
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
、団
体
。

②
県
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
業
と

し
て
県
内
の
地
場
産
品
を
製
造
、
販
売

し
て
い
る
者
も
し
く
は
そ
れ
ら
を
お
こ

な
お
う
と
し
て
い
る
者
。

▼
募
集
期
間

平
成
一
九
年
八
月
一
日
（
水
）
〜
三
十

一
日
（
金
）
必
着

但
し
、
持
ち
込
み
の
場
合
の
受
付
時

間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

一
五
分
の
間
と
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
合
せ
は
（
財
）

奈
良
県
広
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「
な
ら
・
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」
担
当
者

ま
で

1
〇
七
四
五
―
二
二
―
二
七
二
七

5
〇
七
四
五
―
二
二
―
〇
五
六
一

◎
農
業
経
営
・
技
術
に
関
す
る
実
践
的
な

能
力
を
高
め
、
新
規
農
業
経
営
者
を
養

成
す
る
。

◎
基
礎
課
程
、
専
門
課
程
、
高
度
専
門
課

程
の
三
課
程
制
と
し
、
修
業
期
間
は
そ

れ
ぞ
れ
一
ヵ
年
。
受
講
者
の
習
熟
度
に

よ
り
ど
の
課
程
か
ら
で
も
、
ま
た
単
年

度
で
も
受
講
可
能
。

◎
専
攻
は
野
菜
コ
ー
ス
・
花
き
コ
ー
ス
・

果
樹
コ
ー
ス
・
茶
コ
ー
ス
・
畜
産
コ
ー
ス

◎
募
集
人
員：

基
礎
課
程
は
二
十
名
程

度
、
専
門
課
程
は
基
礎
課
程
か
ら
の
継

続
受
講
者
を
含
め
二
十
名
程
度
、
高
度

専
門
課
程
は
十
名
程
度
と
す
る
。

▼
入
試
日
程

一
次
試
験：

平
成
一
九
年
十
一
月
二
十

八
日
（
願
書
受
付
十
一
月
五
日
〜
十
六

日
）
二
次
試
験：

平
成
二
十
年
二
月
二

十
日
（
願
書
受
付
一
月
二
十
八
日
〜
二

月
八
日
）

◎
平
成
十
八
年
度
よ
り
内
容
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

桜
井
市
池
之
内
一
三
〇
―
一

奈
良
県
農
業
大
学
校

1
〇
七
四
四
―
四
三
―
一
五
五
一

奈
良
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
普
及

研
修
部
担
い
手
養
成
課
教
務
研
修
係

「
子
育
て
に
も
っ
と
参
加
し
た
い
！
」

県
で
は
、
そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
積
極
的
な

子
育
て
を
応
援
す
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
採
用
さ
れ
た
方
（
一
人
）
に
は
五

万
円
相
当
の
旅
行
券
。
前
向
き
で
楽
し
い

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み：

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
､
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
下
記
へ
。

◎
八
月
二
十
日
締
切

▼
問
合
せ
〒
六
三
〇
―
八
五
〇
一
奈
良
市

登
大
路
町
三
十
奈
良
県
少
子
化
対
策
室

平
成
二
十
年
度

奈
良
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

父
親
の
子
育
て
参
加
促
進
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
募
集



1
〇
七
四
二
―
二
七
―
八
六
〇
三

5
〇
七
四
二
―
二
七
―
八
一
〇
七

http：
//w
w
w
.nara.father.jp/

緑
内
障
に
つ
い
て

「
白
内
障
と
違
っ
て
、
緑
内
障
は
怖
い

っ
て
言
う
け
れ
ど
、
ど
う
な
る
の
？
」

「
緑
内
障
っ
て
何
？
」

患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
こ
の
よ
う
な
話
を

聞
き
ま
す
。
今
回
は
緑
内
障
に
つ
い
て
簡

単
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

眼
球
は
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
と
構
造
は

ほ
ぼ
一
緒
で
す
。
光
が
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ

を
通
っ
て
フ
ィ
ル
ム
に
届
く
の
と
同
じ
よ

う
に
、
光
が
水
晶
体
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通

っ
て
網
膜
に
像
を
結
び
ま
す
。
そ
の
光
の

情
報
が
視
神
経
を
通
っ
て
脳
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

こ
の
仕
組
み
が
正
常
に
働
く
た
め
に

は
、
眼
の
中
の
水
（
房
水
）
が
眼
球
内
で

一
定
の
圧
力
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
す
。そ
の
圧
力
が
一
定
だ
か
ら
こ
そ
、

眼
球
が
球
形
に
保
た
れ
、
ひ
し
ゃ
げ
る
こ

と
も
な
く
、
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
房
水
の
流
れ
が
お
か
し
く

な
る
と
、
眼
の
中
の
圧
力
（
眼
圧
）
が
高

く
な
り
、圧
力
に
弱
い
視
神
経
が
侵
さ
れ
、

見
え
る
範
囲
（
視
野
）
が
狭
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
緑
内
障
で
す
。

視
神
経
は
一
部
で
も
障
害
さ
れ
る
と
、

そ
の
分
だ
け
視
野
が
欠
け
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
も
障
害
を
受
け
た
視
神
経
は
二

度
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

緑
内
障
は
、出
来
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
す
る
事
が
大
切
で
す
。

特
に
早
期
の
緑
内
障
は
、
自
覚
症
状
が

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
進
行
し
た
緑
内

障
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
普
段
は
二
つ
の

眼
で
見
て
い
る
た
め
に
、
お
互
い
の
視
野

で
カ
バ
ー
さ
れ
、
意
外
と
気
が
つ
き
ま
せ

ん
。現

在
で
は
、
緑
内
障
が
早
期
に
発
見
さ

れ
れ
ば
、目
薬
な
ど
で
進
行
を
食
い
止
め
、

失
明
に
至
ら
ず
に
す
む
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
現
在
四

十
歳
以
上
の
三
十
人
に
一
人
が
緑
内
障
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
別
名

「
眼
の
成
人
病
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
眼
科
検
診
な
ど
を
積
極
的
に
受
診

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

子
育
て
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
か
は
、

児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
た
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

セ
ン
タ
ー
あ
す
か
で
は
、
十
八
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
に
関
す
る
ご
相
談
を
、
電

話
・
来
所
・
訪
問
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

等
の
方
法
に
て
お
受
け
し
、
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
解
決
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
は
守
秘

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

（
相
談
無
料
）

「
保
護
者
の
心
配
」

子
育
て
全
般
に
関
す
る
相
談

「
子
ど
も
の
心
配
」

友
人
関
係
や
自
分
自
身
に
関
す
る
相
談

「
地
域
の
心
配
」

近
所
で
気
に
か
か
る
子
ど
も
の
相
談

相
談
受
付
時
間

九
時
〜
十
七
時
（
月
曜
〜
土
曜
）

（
※
　
緊
急
な
場
合
は
、
日
曜
・
祝

日
・
夜
間
に
つ
い
て
も
受
付
し
て
い
ま

す
。）

学
校
に
行
き
に
く
い
（
不
登
校
）
児

童
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
『
飛

鳥
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
！

学
校
に
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
・
学
校
以
外
の
友

達
と
交
流
す
る
場
と
し
て
機
能
し
、
社
会

復
帰
や
自
立
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
た

活
動
を
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
行
い
ま
す
。

開
催
日：

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
を
基

本
と
す
る

（
※
季
節
に
よ
り
、
開
催
日
が
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

時
間：

十
時
〜
十
二
時

対
象：

小
・
中
学
生
で
学
校
に
行
き
に
く

い
子
ど
も
た
ち

参
加
費
用：

無
料

場
所：

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
か

内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
他

活
動
内
容：

ス
ポ
ー
ツ
・
散
歩
・
調
理
実

習
・
室
内
ゲ
ー
ム
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

空
手
体
験
な
ど

（
※
子
ど
も
た
ち
主
導
の
活
動
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
更

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

参
加
方
法：

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

す
か
に
て
、
電
話
・
来
所
・FA

X

・

E

―M
ail

な
ど
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

尚
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
前
に
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
か
に
て
保
護
者
・
児
童
へ
の
面
接

を
行
い
ま
す
。

〒
六
三
三
―
〇
〇
五
三

桜
井
市
谷
二
六
五
―
四

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
か

（
社
会
福
祉
法
人
　
飛
鳥
学
院
）

1
〇
七
四
四
―
四
四
―
五
八
〇
〇

5
〇
七
四
四
―
四
四
―
五
八
一
一

E

―m
ail：
asuka

－ga

＠gaea.ocn.ne.jp
U
RL：

http：
//w
w
w
10 .ocn.ne.jp/̃as

uka

－ga/

（
担
当：

北
田
・
絹
谷
・
高
橋
・
藤
村
）
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『
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
か
』
よ
り
お
知
ら
せ

I N F O R M A T I NO
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天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 36.82トン
前月比 93.55％
前年同月比 97.05％

不燃 4.51トン
前月比 65.94％
前年同月比 90.02％

資源 7.69トン
前月比 82.33％
前年同月比 98.56％

粗大 2.62トン
前月比 91.29％
前年同月比 62.83％

６月のごみ
収集状況

プール遊びに歓声をあげる子ども達の声は、梅雨空を追い払ってお日様となかよし。
ペットボトルで作ったボートを使って遊んだり、バタ足泳ぎに挑戦したり、空き容器で作

った魚を釣って遊んだり。
プール遊びを初めて経験する年少組も、年中組や年長組に刺激を受け「やってみる！」と

やる気満々。
水遊びの楽しさを味わうとともに、友達と刺激しあいながら色々な活動に積極的に取り組

む気持ちを育てていきたいと願っています。

“プール遊びが始まりました”
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